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名
北
民
商
か
ら
、
住
民
税
の

増
額
に
関
し
て
６
月
中
に
学
習

会
を
開
き
た
い
と
、
名
北
労
連

に
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
重
税

反
対
闘
争
に
従
来
か
ら
共
同
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
た
め
、
す

ぐ
対
応
し
ま
し
た
。
６
月
２０
日

革
新
市
政
の
会
北
区
連
絡
会
が

主
催
で
「
税
源
移
譲
に
絡
め
た

増
税
シ
ン
ポ
」
を
名
北
労
連
も

共
催
で
行
い
ま
し
た
。当

日
は
、

各
団
体
か
ら

４０
人
程
が
参

加
し
、
区
役

所
の
仲
間
か

ら
、住
民
税
・

国
民
健
康
保

険
・
介
護
保

険
な
ど
の
制

度
が
ど
う
な

る
の
か
説
明

し
、そ
の
後
、

参
加
者
の
意

見
交
換
を
進

め
ま
し
た
。

高
齢
者
か
ら
は
、「
応
益
負

担
の
下
で
受
益
者
負
担
を
増
や

さ
れ
、
年
金
な
ど
で
生
活
す
る

身
に
は
あ
ま
り
に
負
担
が
重

い
」
と
怒
り
を
込
め
た
報
告
。

商
工
業
者
か
ら
は
、「
所
得

税
が
減
る
と
い
っ
て
も
、
今
の

住
民
税
が
倍
以
上
に
な
り
、
納

付
す
る
の
は
あ
ま
り
に
も
厳
し

い
」
と
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

定
率
減
税
の
廃
止
な
ど
、
収

入
が
低
い
層
ほ
ど
負
担
が
重
く

弱
者
に
大
き
な
影
響
が
出
て
い

る
な
ど
、
安
倍
内
閣
へ
の
怒
り

の
声
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

来
る
参
議
院
選
挙
や
２
年
後
の

名
古
屋
市
長
選
挙
を
通
じ
て
、

国
民
の
願
い
に
応
え
悪
政
に
反

対
す
る
勢
力
を
押
し
上
げ
る
こ

と
を
決
意
し
、散
会
し
ま
し
た
。

格
差
と
貧
困
、
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
が
社
会
問
題
化
し
、

政
府
・
与
党
の
最
賃
「
改
正

法
案
」
に
も
極
め
て
不
十
分

な
が
ら
「
生
活
保
護
基
準
と

の
整
合
性
」
を
盛
り
込
ま
ざ

る
を
得
な
い
状
況
を
つ
く
っ

て
き
ま
し
た
。
５
月
に
厚
生

労
働
省
が
、
生
活
保
護
と
逆

転
し
て
い
る
１１
都
道
府
県
に

対
し
て
、
最
大
８８
円
の
是
正

要
請
を
行
う
と
い
う
到
達
点

が
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。「
連

合
」
も
は
じ
め
て
全
労
連
の
当

面
の
要
求
額
で
あ
る
「
時
給
１

０
０
０
円
以
上
」
に
足
並
み
を

そ
ろ
え
る
な
ど
、
最
賃
の
大
幅

引
き
上
げ
の
条
件
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

全
国
の
最
賃
引
き
上
げ
の
と

り
く
み
に
呼
応
し
て
、
６
月
２０

日
、
愛
知
労
働
局
庁
舎
前
で
愛

知
の
最
低
賃
金
６
９
４
円
を
当

面
１
０
０
０
円
以
上
に
！
の
要

求
を
掲
げ
て
「
６
９
４
分
」
の

ハ
ン
ガ
ー
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
い

ま
し
た
。
村
田
県
本
部
書
記
次

長
ら
通
し
参
加
者
１１
人
と
５０
人

近
い
支
援
者
が
参
加
し
ま
し

た
。参

加
者
は
、「
ト
ヨ
タ
の
２

兆
円
を
超
え
る
利
益
の
背
景
は

中
小
企
業
な
ど
下
請
け
単
価
の

切
り
下
げ
に
と
低
く
抑
え
ら
れ

た
低
賃
金
に
よ
る
も

の
」「
国
家
公
務
員
も

最
低
賃
金
は
密
接
。
非

常
勤
や
パ
ー
ト
職
員
も

多
く
、
時
給
８
０
０
円

あ
ま
り
で
働
い
て
い
る

の
が
実
態
だ
」「
憲
法

２５
条
に
あ
る
健
康
で
文
化
的
な

生
活
を
求
め
て
最
賃
引
き
上
げ

め
ざ
そ
う
」
な
ど
激
励
を
し
あ

い
な
が
ら
朝
８
時
か
ら
夜
７
時

３４
分
ま
で
の
ハ
ン
ス
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。

税源移譲と住民税、国保・介護など
北区役所の仲間が住民に説明
（壇上は大矢名北労連事務局長）

政
府
・
与
党
は
、
諸
法
案
の

採
決
強
行
を
め
ざ
し
、
会
期
を

１２
日
間
延
長
す
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。
参
院
選
は
、
一
週
間

延
び
て
７
月
１２
日
公
示
、
２９
日

投
票
と
な
り
ま
す
。

参
議
院
で
は
教
育
改
悪
三
法

案
、イ
ラ
ク
特
措
法
延
長
法
案
、

天
下
り
自
由
化
法
案
（
国
会
公

務
員
法
改
悪
案
）、
社
会
保
険

庁
解
体
・
民
営
化
法
案
な
ど
が

審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

衆
議
院
で
審
議
が
す
す
む
労
働

三
法
案
の
今
国
会
成
立
も
狙
わ

れ
て
い
ま
す
。
安
倍
政
権
は
、

こ
れ
ら
悪
法
を
参
院
選
対
策
の

た
め
に
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
躍

起
に
な
っ
て
い
ま
す
。

参
議
院
選
挙
の

判
断
基
準
は

「
住
民
税
大
増
税
」「
消
え
た

年
金
」「
コ
ム
ス
ン
」「
社
保
庁

解
体
」
な
ど
自
民
・
公
明
に
よ

る
悪
政
が
労
働
者
や
国
民
の
生

活
を
不
安
に
追
い
込
み
、
い
っ

そ
う
貧
困
と
格
差
を
ひ
ど
く
し

て
い
ま
す
。

野
党
第
一
党
の
民
主
党
は
、

格
差
是
正
を
口
に
し
ま
す
が
、

労
働
法
制
の
改
悪
な
ど
、
貧
困

と
格
差
を
広
げ
る
法
律
に
ほ
と

ん
ど
賛
成
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
憲
法
９
条
を
変
え
る
こ
と

や
公
務
員
削
減
、
大
企
業
の
利

益
優
先
の
政
治
を
事
実
上
、
容

認
し
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
「
保
守
二
大
政
党

政
治
」
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
な

い
か
ぎ
り
、
労
働
者
の
雇
用
と

生
活
は
ま
す
ま
す
ひ
ど
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
参
議
院
選
挙

で
、
自
民
・
公
明
の
暴
走
政
治

に
正
面
か
ら
立
ち
向
か
う
政
治

の
力
を
大
き
く
し
、
労
働
者
の

切
実
な
願
い
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
力
を
あ
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

全
組
合
員
と
家
族
の
み
な
さ

ん
が
悪
政
を
変
え
る
一
票
を
投

じ
れ
ば
政
治
は
変
わ
り
ま
す
。

★最低賃金引き上げ求める個人
署名、団体署名
取組期間：第１次：６月末まで
最 終：７月２０日まで
★人事院総裁宛の「０７年勧告に
向けた公務員労働者の賃金・
労働条件の改善を求める署名
（賃金改善要求署名）」を全
単組で、組合員×５筆めざし
て、取り組みを強めましょう
★７月２５日は、公務労組連絡会
の夏季闘争第２次中央行動
（夏季闘争最大規模の中央行
動・省庁要求行動）が予定され
ています。詳細がわかり次第、
参加要請をします。
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みんなで要求を語り、たたかう力に

参
院
選
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１０００円以上は

世界の常識です
最最
賃賃
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（２）自治体 あいちの仲間２００７年６月２５日 第９４６号 （１０・２５日毎月２回発行 昭和５３年６月２５日 第三種郵便物認可）

新
規
組
合
員

歓
迎
会
を
開
催

尾
東
地
区
協

６
月
１６
日
・
１７
日
に
レ
ー
ク

サ
イ
ド
入
鹿
で
全
体
で
２０
人
あ

ま
り
が
参
加
。
新
人
７
人
（
長

久
手
保
育
士
５
人
、
中
水
２

人
）
を
迎
え
歓
迎
会
を
行
い
ま

し
た
。
講
師
に
は
名
古
屋
市
職

労
中
川
悟
書
記
長
を
迎
え
「
公

務
員
の
仕
事
と
自
治
体
労
働
者

と
は
」
の
話
を
聞
き
、
憲
法
を

遵
守
す
る
自
治
体
労
働
者
の
基

本
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
名
古
屋
青
年
合
唱
団

に
、
歌
と
組
合
の
歴
史
を
歌
を

通
し
て
話
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
２
日
目
は
、
リ
ト
ル
ワ
ー

ル
ド
で
世
界
の
グ
ル
メ
を
楽
し

も
う
と
出
か
け
ま
し
た
。

東
海
北
信
ブ
ロ
ッ
ク

医
療
部
会
第
３
回

幹
事
会
（
６
／
１６
）

静
岡
浜
松
医
療
公
社
で
は
、

経
営
不
振
対
策
と
し
て
一
時
金

の
カ
ッ
ト
を
し
て
い
た
が
、
そ

の
後
経
営
が
好
転
し
た
と
し
て

医
師
に
は
返
還
し
ま
し
た
。
職

員
は
カ
ッ
ト
の
ま
ま
で
、
団
交

に
も
応
じ
な
い
た
め
地
労
委
闘

争
へ
発
展
し
て
い
ま
す
。
岐
阜

で
は
７
対
１
の
看
護
師
配
置
を

す
る
た
め
と
、
外
来
看
護
師
や

精
神
病
棟
の
看
護
師
を
合
理

化
。
ま
た
５９
歳
の
看
護
師
採
用

な
ど
、
採
算
の
み
の
経
営
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。四
日
市
で
は
、

新
病
院
建
設
に
入
札
企
業
が
ゼ

ロ
。
次
年
度
の
医
療
部
会
の
交

流
会
を
１２
月
１５
日
、
三
重
県
津

市
で
、
尾
鷲
や
御
浜
町
病
院
を

視
野
に
開
催
し
ま
す
。

東
海
北
信
ブ
ロ
ッ
ク

保
育
交
流
集
会

（
６
／
１６
・
１７
）

長
野
県
別
所
温
泉
で
開
催
し

た
。
保
育
交
流
集
会
に
目
標
の

６０
人
を
大
き
く
上
回
る
１
０
３

人
が
参
加
し
、
元
気
に
交
流
し

ま
し
た
。

集
会
は
、
垣
内
国
光
さ
ん
の

記
念
講
演
の
他
、「
休
日
保
育

の
と
り
く
み
と
保
育
の
つ
ど

い
」（
佐
久
）、「
子
供
に
豊
か

な
保
育
を
上
田
連
絡
会
」（
上

田
）、「
住
民
と
の
共
同
、
民
営

化
と
の
た
た
か
い
と
保
育
ま
つ

り
」（
長
野
）
の
特
別
報
告
を

う
け
、
翌
日
は
保
育
士
の
働
き

方
、
非
常
勤
職
員
の
交
流
の
二

つ
に
分
か
れ
て
交
流
。
帰
り
に

は
無
言
館
な
ど
の
オ
プ
シ
ョ
ナ

ル
ツ
ア
ー
で
楽
し
み
ま
し
た
。

７
月
上
旬
の
半
夏
生
（
は

ん
げ
し
ょ
う
）を
迎
え
る
と
、

各
地
か
ら
梅
雨
明
け
の
声
も

聞
こ
え
、
本
格
的
な
夏
の
到

来
で
す
。

暑
い
夏
の
夜
、
冷
房
の
効

い
た
部
屋
で
眠
り
、
朝
起
き

よ
う
と
し
た
ら
、
腰
が
痛
く

て
起
き
ら

れ
な
い
と

い
う
こ
と

が
あ
り
ま

す
。
ギ
ッ

ク
リ
腰
で

す
。
ギ
ッ

ク
リ
腰
は

腰
の
筋
肉

の
ね
ん
ざ
で
す
。

ま
ず
、
仰
向
け
に
な
り
、

大
腿
（
た
い
）
部
内
側
の
ふ

と
い
筋
肉
を
、
家
族
な
ど
に

手
の
ひ
ら
で
強
く
押
し
て
も

ら
い
ま
す
。
大
腿
部
の
痛
み

が
や
わ
ら
い
で
き
た
ら
、
次

は
お
な
か
の
「
天
枢
（
て
ん

す
う
）」
へ
の
指
圧
。

ギ
ッ
ク
リ
腰
に
よ
っ
て
筋

肉
が
凝
り
、
硬
く
な
っ
て
い

る
は
ず
で
す
。
こ
の
凝
り
を

両
手
の
人
差
し
指
、
中
指
、

薬
指
を
重
ね
、
強
く
押
し
て

も
ら
い
ま
す
。
相
当
な
痛
み

が
あ
る
は
ず
で
す
が
、
が
ま

ん
し
て
押
し
て
も
ら
っ
て
く

だ
さ
い
。

大
腿
部
内
側
と
天
枢
を
交

互
に
指
圧
し
て
も
ら
い
、
ど

ち
ら
も
痛
み
が
と
れ
て
く
れ

ば
も
う
大
丈
夫
で
す
。
こ
の

よ
う
に
ギ
ッ
ク
リ
腰
治
療
の

コ
ツ
は
、
痛
み
出
し
た
直
後

は
腰
へ
の
刺
激
は
避
け
、
お

な
か
の
凝
り
を
や
わ
ら
げ
る

こ
と
で
す
。

冷
房
に
よ
っ
て
体
の
表
面

と
内
側
に
温
度
差
が
生
じ
る

と
、
ギ
ッ
ク
リ
腰
や
首
の
寝

違
え
、
こ
む
ら
返
り
な
ど
が

起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
睡

眠
時
は
エ
ア
コ
ン
を
「
冷

房
」
で
は
な
く
、「
除
湿
」

に
す
る
な
ど
、
使
い
方
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
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ツボの話

ギ
ッ
ク
リ
腰
の
時
に
押
す
ツ
ボ

鍼
灸
師

伊
藤
直
子

訪
問
介
護
事
業
で
最
大
手
の

株
式
会
社
コ
ム
ス
ン
が
不
正
な

手
段
に
よ
る
指
定
申
請
を
し
て

い
た
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
は

６
日
、
全
国
す
べ
て
の
コ
ム
ス

ン
事
業
所
の
新
規
指
定
と
更
新

を
５
年
間
認
め
な
い
よ
う
都
道

府
県
に
通
知
し
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
、
全
国
で
６
万
人

と
言
わ
れ
る
利
用
者
と
家
族
の

方
々
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
継
続

や
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
介
護
労
働
者

の
失
業
な
ど
の
不
安
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

自
治
労
連
は
、
６
月
１４
日
、

厚
生
労
働
省
に
対
し
て
コ
ム
ス

ン
利
用
者
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
は

自
治
体
自
ら
責
任
を
持
つ
こ

と
、
従
業
員
の
雇
用
確
保
を
含

め
た
救
済
措
置
を
実
行
し
国
に

よ
る
財
政
措
置
を
行
う
こ
と
な

ど
を
求
め
、
厚
労
省
前
に
緊
急

に
集
ま
り
ま
し
た
。

当
日
は
３５
人
が
参
加
。
大
手

テ
レ
ビ
局
数
社
の
取
材
に
、
介

護
現
場
で
働
く
参
加
者

の
切
実
な
訴
え
と
熱
い

思
い
は
い
っ
そ
う
増

し
、
厚
労
省
前
を
歩
く

人
も
一
度
足
を
止
め
振

り
向
い
て
い
ま
し
た
。

宣
伝
行
動
の
後
、
厚

生
労
働
省
老
健
局
・
総

務
課
担
当
者
へ
要
請
書

を
手
渡
し
、
現
場
の
思

い
を
強
く
訴
え
ま
し

た
。愛

知
の
社
会
保
障
推

進
協
議
会
も
緊
急
に
６
月
２１
日

に
愛
知
県
高
齢
福
祉
課
に
申
し

入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の

問
題
で
障
害
者
の
処
遇
が
真
っ

先
に
脅
か
さ
れ
る
と
障
害
者
団

体
の
代
表
は
「
障
害
を
も
つ
利

用
者
の
処
遇
は
た
だ
ち
に
サ
ー

ビ
ス
を
打
ち
切
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。
自
治
体
と
し
て
責
任
あ

る
対
応
を
」
と
、
国
民
の
命
に

直
接
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
国

と
自
治
体
の
公
的
責
任
で
解
決

を
求
め
ま
し
た
。

国
は
コ
ム
ス
ン
利
用
者
と

介
護
労
働
者
を
守
れ

自
治
労
連
な
ど
緊
急
要
請

９
４
２
号
の
答
え
は
「
新
緑

（
シ
ン
リ
ョ
ク
）
又
は
植
林

（
シ
ョ
ク
リ
ン
）」
で
し
た
。

３５
通
の
応
募
が
あ
り
３４
人
の
方

が
正
解
で
し
た
。
以
下
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。

村
井
見
早
子（
長
久
手
町
職
労
）

光
部

直
実（
豊
橋
市
職
労
）

長
谷

芳
枝（
西
尾
市
職
）

森
岡
八
千
代（
学
事
労
）

伊
藤
喜
代
美（
蒲
郡
市
職
）

大
塚

秀
夫（
瀬
戸
市
職
労
）

近
藤

進
一（
春
日
井
市
職
労
）

石
川

文
子（
岩
倉
市
職
）

久
我

秀
之（
名
古
屋
市
職
労
）

平
野

雅
継（
名
古
屋
市
職
労
）

◆
息
子
に
か
わ
っ
て
、
国
民
年

金
の
納
入
の
も
れ
が
な
い
か
を

社
会
保
険
事
務
所
へ
確
認
に

行
っ
た
時
の
こ
と
。
手
元
に
２

ヶ
月
分
の
領
収
書
が
な
か
っ
た

の
で
心
配
し
て
い
た
と
こ
ろ

ち
ゃ
ん
と
納
入
の
記
録
が
あ
っ

て
安
心
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
し

て
も
係
員
の
親
切
・
丁
寧
な
対

応
に
驚
き
で
し
た（
伊
藤
國
子
・

名
古
屋
市
職
労
）
◆
１４
年
間
、

保
育
士
と
し
て
他
人
の
子
育
て

を
し
て
き
た
私
で
す
が
、
今
は

我
が
子
の
子
育
て
真
っ
最
中
、

か
わ
い
さ
に
メ
ロ
メ
ロ
に
な
り

な
が
ら
毎
日
た
た
か
っ
て
ま
す

（
岡
島
宝
子
・
半
田
市
職
）
◆

給
与
明
細
書
（
６
月
分
）
の
住

民
税
の
額
を
見
て
皆
さ
ん
「
ガ

ク
ッ
！
」と
き
て
い
ま
し
た（
箕

浦
磯
二
・
学
事
労
）
◆
先
日
流

行
の
先
端
熱
中
症
に
な
り
ま
し

た
。
流
行
物
好
き
も
こ
ま
っ
た

も
の（
神
谷
一
恵
・
西
尾
市
職
）

◆
寝
付
き
が
悪
い
時
に
刺
激
す

る
ツ
ボ
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
さ
っ
そ
く
寝
付
き
の

悪
い
子
に
試
し
て
み
ま
し
た
。

笑
い
の
ツ
ボ
に
入
っ
て
し
ま
い

け
た
け
た
笑
っ
て
失
敗
し
ま
し

た
。み
ん
な
で「
効
か
な
い
じ
ゃ

ん
！
」
と
大
笑
い
。
一
発
で
眠

れ
る
ツ
ボ
は
な
い
で
し
ょ
う
か

（
内
島
真
澄
・
春
日
井
市
職

労
）

ク
イ
ズ
の

職職
場場
のの
声声

当当
選選
者者

厚労省前でコムスン問題で緊急要請し、マスコ
ミ各社もつめかけました

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、
解
答
お
よ
び
名

前
・
組
合
名
・
職
場
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
人
に
図
書
カ

ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）を
贈

呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２
�
０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁
目

７
�
８

自
治
労
連
愛
知
県

本
部
教
宣
部

締
め
切
り
は

７
月
３１
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
に

必
ず
近
況
や
職
場
で
の
話

題
、「
あ
い
ち
の
仲
間
」
の

感
想
や
載
せ
て
ほ
し
い
話
な

ど
、書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。


